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中学生との試合に参加したＢ２仙台の片岡選手（右）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
最
後
の
大
会
が
奪
わ
れ
た

中
学
生
を
元
気
づ
け
よ
う
と
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
、
Ｂ

２
仙
台
の
選
手
に
よ
る
イ
ベ
ン

ト
「
俺
た
ち
の
中
総
体
」
が
、

仙
台
市
西
山
中
（
宮
城
野
区
）

で
あ
っ
た
。

同
校
男
女
バ
ス
ケ
部
の
生
徒

約

人
が
、
仙
台
の
沢
辺
圭
太

選
手

片
岡
大
晴
選
手

を
加
え
た
教
員
チ
ー
ム
と
対

戦
。
プ
ロ
の
シ
ュ
ー
ト
や
ド
リ

ブ
ル
の
技
術
に
歓
声
が
上
が
っ

た
。選

手
は
サ
プ
ラ
イ
ズ
訪
問
だ

っ
た
。
女
子
主
将
の
木
川
田
愛

美
さ
ん

は
「
憧
れ
の
選
手

と
会
え
て
び
っ
く
り
し
た
。
大

会
が
な
く
な
り
不
安
な
日
々
だ

っ
た
け
ど
、
最
後
に
い
い
思
い

出
が
で
き
た
」
と
話
し
た
。

片
岡
選
手
は
「
子
ど
も
た
ち

の
プ
レ
ー
に
元
気
づ
け
ら
れ

た
。
今
後
、
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た

と
き
は
中
学
で
バ
ス
ケ
に
励
ん

だ
日
々
を
思
い
出
し
て
ほ
し

い
」
と
語
っ
た
。

俺
た
ち
の
中
総
体
は
７
月

日
に
開
催
さ
れ
た
。
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蔵
王
に
登
山

ご
み
拾
い
も

来
月
６
日

参
加
者
募
集

県
蔵
王
観
光
開
発
推
進
協
議

会
は
、
蔵
王
連
峰
の
自
然
を
満

喫
し
つ
つ
清
掃
活
動
を
行
う
イ

ベ
ン
ト
「
蔵
王
清
掃
登
山
」
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
る
。
締

め
切
り
は

日
。

９
月
６
日
午
前

時
に
蔵
王

町
役
場
に
集
合
し
、
貸
し
切
り

バ
ス
で
蔵
王
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に

移
動
。
熊
野
岳
山
頂
を
目
指
し

な
が
ら
ご
み
拾
い
す
る
。
町
役

場
ま
で
の
往
復
に
約
５
時
間
を

想
定
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
、
定
員
を
例
年

の

人
か
ら

人
に
減
ら
す
と

と
も
に
、
マ
ス
ク
着
用
や
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
な
ど
の
徹
底
を
図

る
。参

加
無
料
。
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
。応
募
は
メ
ー
ル
、

フ
ァ
ク
ス
、
は
が
き
で
受
け
付

け
て
い
る
。

連
絡
先
は
協
議
会
事
務
局
の

県
観
光
課
０
２
２
（
２
１
１
）

２
８
２
３
。

望
遠
鏡
の
ぞ
く
と

木
星
が
く
っ
き
り

山
元
で
星
空
観
察
会

山
元
町
つ
ば
め
の
杜
ひ
だ
ま

り
ホ
ー
ル
で

日
、
星
空
観
望

会
が
あ
り
、
町
内
外
の
親
子
連

れ
な
ど
約

人
が
夏
の
星
空
を

楽
し
ん
だ
。

仙
台
市
天
文
台
の
移
動
天
文

車
「
ベ
ガ
号
」
が
来
場
。
天
体

望
遠
鏡
を
の
ぞ
き
、
木
星
が
く

っ
き
り
見
え
る
と
歓
声
が
上
が

っ
た
。
天
文
台
職
員
が
夏
の
大

三
角
や
、
こ
の
日
極
大
を
迎
え

た
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

家
族
４
人
で
訪
れ
た
相
馬
市

の
中
村
一
中
１
年
高
野
育
恵
さ

ん

は
「
写
真
で
目
に
し
た

木
星
の
姿
が
手
に
取
る
よ
う
に

分
か
っ
た
。
天
体
観
測
の
技
術

は
す
ご
い
」
と
話
し
た
。

天
体
望
遠
鏡
を
の
ぞ
く
参
加
者

白
石
市
の
白
石
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
は
、
社
会
奉
仕
活
動
の

一
環
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
と
し
て
小
、
中
学
校
で
使

う
手
指
の
消
毒
用
ジ
ェ
ル
を
市

に
贈
っ
た
。

市
役
所
で
７
月

日
に
受
納

式
が
あ
り
、
平
間
常
吉
会
長
は

「
教
育
現
場
で
感
染
が
広
が
ら

な
い
よ
う
役
立
て
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
５
０
０
㍉
㍑
入

り
２
８
８
本
（

万
円
相
当
）

の
目
録
を
山
田
裕
一
市
長
に
手

渡
し
た
。
山
田
市
長
は
「
子
ど

も
た
ち
が
安
心
し
て
学
校
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
有
効
に
使
わ

せ
て
も
ら
う
」
と
感
謝
し
た
。

学校のコロナ対策万全に
白石ＲＣ 市に消毒液寄贈

コ
ロ
ナ
で

大
会
中
止

仙
台
・
西
山
中
生
励
ま
す

⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔

教
科
別
対
策

④
理
科
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４分野偏らず学習を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
る
臨
時
休
校
の
長
期
化

を
踏
ま
え
た
来
年
の
公
立
高
入

試
の
配
慮
事
項
が
、
決
ま
っ
た
。

理
科
は
、
第
１
分
野
「
科
学
技

術
と
人
間
」
と
第
２
分
野
「
自

然
と
人
間
」
が
出
題
範
囲
か
ら

除
外
さ
れ
る
。
受
験
生
は
改
め

て
範
囲
を
確
か
め
よ
う
。

今
春
の
理
科
の
平
均
点
は

・
６
点
と
、
前
年
を
５
・
９
点

上
回
っ
た
。
５
教
科
で
唯
一
、

前
年
を
上
回
っ
た
が
、
決
し
て

問
題
が
易
し
く
な
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
受
験
生
全
体
の
得
点

力
が
安
定
し
て
い
て
一
問
の
ミ

ス
で
差
が
つ
き
や
す
く
、
要
注

意
の
教
科
と
も
い
え
る
。

理
科
の
得
点
力
を
高
め
る
に

は
、
基
礎
を
し
っ
か
り
と
固
め

る
こ
と
が
大
切
。
第
１
問
の
小

問
集
合
が
１
０
０
点
満
点
中

点
を
占
め
、
第
２
問
以
降
も
基

礎
問
題
が
多
く
出
題
さ
れ
る
。

ま
ず
は
教
科
書
の
内
容
を
く
ま

な
く
定
着
さ
せ
よ
う
。

全
分
野
の
中
心
に
な
っ
て
い

る
の
が
、
実
験
や
観
察
に
つ
い

て
の
出
題
だ
。
器
具
の
使
い
方

や
注
意
点
、
考
察
の
過
程
、
そ

し
て
そ
の
結
果
を
、
教
科
書
や

ノ
ー
ト
で
丁
寧
に
見
直
し
て
ほ

し
い
。

ま
た
各
分
野
か
ら
１
問
程

度
、
記
述
問
題
が
出
る
。
実
験

の
手
順
や
自
然
現
象
に
つ
い

て
、
な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
を
問

う
出
題
が
多
く
、
丸
暗
記
で
は

な
い
理
解
が
必
要
だ
。
模
試
や

入
試
教
材
を
使
い
、
自
分
の
言

葉
で
説
明
す
る
練
習
を
し
よ

う
。

各
分
野
の
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ

た
い
。
化
学
分
野
は
、
気
体
・

物
質
の
性
質
を
調
べ
る
実
験
問

題
が
頻
出
す
る
。
生
物
分
野
は
、

光
合
成
と
呼
吸
、
ヒ
ト
の
体
の

働
き
が
よ
く
出
る
。
物
理
分
野

は
、
作
図
や
計
算
問
題
に
も
備

え
て
お
き
た
い
。
地
学
分
野
は
、

暗
記
を
正
確
に
。
今
春
は
地
学

分
野
か
ら
天
気
図
の
作
図
問
題

も
出
題
さ
れ
た
。

四
つ
の
分
野
を
偏
り
な
く
学

び
、
極
端
な
苦
手
分
野
を
つ
く

ら
な
い
よ
う
心
掛
け
よ
う
。
学

習
計
画
で
は
「
理
科
」
と
ひ
と

く
く
り
に
せ
ず
、
分
野
ご
と
に

学
習
時
間
を
確
保
す
る
の
が
お

勧
め
だ
。
丁
寧
な
戦
略
で
、
し

っ
か
り
得
点
し
よ
う
。

（
個
別
教
室
の
ア
ッ
プ
ル
・
田

中
萌
教
務
）

‖
土
曜
日
掲
載
‖

答えは 日の

朝刊に

又又又又又又又俣
末
末
末迄 又又又又又又又 沫

末
末
末

抹

アンパンマンは、寛
かん

容
よう

で自
じ

己
こ

犠
ぎ

牲
せい

をいとわず、おむすび

やばい菌
きん

とも共
きょう

生
せい

していま

す。この究
きゅう

極
きょく

のヒーローは、

やなせさんの戦
せん

争
そう

体
たい

験
けん

による

信
しん

念
ねん

に貫
つらぬ

かれていることを

知
し

り、大人
お と な

になった今
いま

は、別
べつ

の視点でアンパンマンを見
み

て

みたいと思いました。

（日
に

本
ほん

新
しん

聞
ぶん

協
きょう

会
かい

ＮＩＥアド

バイザー・仙
せん

台
だい

市
し

高
たか

森
もり

中
ちゅう

教
きょう

諭
ゆ

木
きの

下
した

晴
はる

子
こ

）

２
０
２
０
年
８
月

日
朝
刊
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⊃

問 題

①『アンパンマン』の作
さく

者
しゃ

、やなせたかしさんが「軍
ぐん

隊
たい

生
せい

活
かつ

で痛
つう

感
かん

したこと」

は何
なん

ですか。二
ふた

つの視
し

点
てん

で答
こた

えましょう。

（ ）

（ ）

② 覆
くつがえ

らない正
せい

義
ぎ

である「ひもじい人
ひと

を助
たす

ける」ために、アンパンマンは、

ひもじい子
こ

にどのようなことをしますか。

（ ）

③「やなせさんから私
わたし

たちへの重
おも

い問
と

い」とはどんなことだと思
おも

いますか。

想
そう

像
ぞう

して自
じ

由
ゆう

に書
か

きましょう。

（ ）

（中学生／朝の会前の ～ 分）

山
田
市
長
（
右
）
に
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル
と
目
録
を
手
渡
し

た
平
間
会
長
（
右
か
ら
２
人
目
）
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(１７) ２０２０年(令和２年)８月２２日(土曜日)(１７) ２０２０年(令和２年)８月２２日(土曜日)



【かほくワークシートの模範解答】

①『アンパンマン』の作
さく

者
しゃ

、やなせたかしさ

んが「軍
ぐん

隊
たい

生
せい

活
かつ

で痛
つう

感
かん

したこと」は何
なん

ですか。

二
ふた

つの視
し

点
てん

で答
こた

えましょう。

（正
せい

義
ぎ

というのはいとも簡
かん

単
たん

に逆
ぎゃく

転
てん

してしま

うこと）

（ひもじいことがいかにつらいかということ）

②覆
くつがえ

らない正
せい

義
ぎ

である「ひもじい人
ひと

を助
たす

け

る」ために、アンパンマンは、ひもじい子
こ

に

どのようなことをしますか。

（自
じ

分
ぶん

の頭
あたま

を食
た

べさせること）

③「やなせさんから私
わたし

たちへの重
おも

い問
と

い」と

はどんなことだと思
おも

いますか。想
そう

像
ぞう

して自
じ

由
ゆう

に書
か

きましょう。

解
かい

答
とう

例
れい

１（人
ひと

々
びと

が亡
な

くなったりひもじい思い

をしたりする戦
せん

争
そう

は二
に

度
ど

としてはいけない）

解答例２ 困
こま

っている人がいたら 手
て

を差
さ

し伸
の

べてあげられるような生
い

き方
かた

をしてほしい
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⊃

日
の答

え
だ
よ

日

仙
台

▽
さ
か
い
た
け
お
赤
ち
ゃ

ん
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
小
児
科
）

‖
青
葉
区
木
町
通
０
２
２
（
２
６
３
）

４
９
７
６
▽
松
本
小
児
科
（
小
児
科
）

‖
太
白
区
長
町
（
２
４
６
）
２
５
２

５
▽
松
田
病
院
（
整
形
外
科
）
‖
泉

区
実
沢
（
３
７
８
）
５
６
６
６
▽
広

南
休
日
内
科
小
児
科
診
療
所
（
内
科

・
小
児
科
）
‖
太
白
区
長
町
（
２
４

８
）
５
８
５
８
▽
泉
地
区
休
日
診
療

所
（
内
科
・
小
児
科
）
‖
泉
区
泉
中

央
（
３
７
３
）
９
１
９
７
▽
急
患
セ

ン
タ
ー
（
内
科
・
外
科
・
整
形
外
科

・
婦
人
科
・
眼
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
）

‖
若
林
区
舟
丁
（
２
６
６
）
６
５
６

１
▽
北
部
急
患
診
療
所
（
内
科
・
小

児
科
・
外
科
）
‖
青
葉
区
堤
町
（
３

０
１
）
６
６
１
１
▽
夜
間
休
日
こ
ど

も
急
病
診
療
所
（
小
児
科
）
‖
太
白

区
あ
す
と
長
町
（
２
４
７
）
７
０
３

５
▽
歯
科
休
日
救
急
診
療
所
‖
青
葉

区
五
橋
（
２
６
１
）
７
３
４
５

白
石
・
刈
田

▽
塚
本
内
科
消
化

器
科
（
内
科
）
‖
白
石
市
城
南
０
２

２
４
（
２
６
）
１
０
２
６
▽
大
泉
記

念
病
院
（
外
科
）
‖
白
石
市
福
岡
深

谷
（
２
２
）
２
１
１
１
▽
け
ん
じ
歯

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
‖
白
石
市
西
益
岡
町

（
２
５
）
９
９
３
３

角
田
・
丸
森

▽
金
上
病
院
（
内

科
・
外
科
）
‖
角
田
市
角
田
０
２
２

４
（
６
３
）
１
０
３
２

柴
田

▽
太
田
内
科
（
内
科
）
‖

柴
田
町
船
岡
中
央
０
２
２
４
（
５
５
）

１
７
０
２
▽
み
や
ぎ
県
南
中
核
病
院

（
外
科
）
‖
大
河
原
町
西
（
５
１
）

５
５
０
０
▽
さ
と
う
歯
科
医
院
‖
柴

田
町
槻
木
上
町
（
５
６
）
５
１
１
２

名
取

▽
名
取
市
休
日
夜
間
急
患

セ
ン
タ
ー
‖
下
余
田
０
２
２
（
３
８

４
）
０
０
０
１

岩
沼

▽
小
島
病
院
‖
桜
０
２
２

３
（
２
２
）
２
５
３
３
▽
遠
藤
歯
科

医
院
‖
二
木
（
２
４
）
２
５
９
８

亘
理
・
山
元

▽
山
形
外
科
医
院

‖
亘
理
町
旧
館
０
２
２
３
（
３
４
）

３
１
７
１

塩
釜

▽
塩
釜
地
区
休
日
急
患
診

療
セ
ン
タ
ー
‖
塩
釜
市
錦
町
０
２
２

（
３
６
６
）
０
６
３
０
▽
玉
川
歯
科

医
院
‖
塩
釜
市
玉
川
（
３
６
６
）
５

１
５
５

黒
川

▽
ほ
そ
ご
え
整
形
外
科
‖

大
和
町
吉
岡
ま
ほ
ろ
ば
０
２
２
（
７

２
５
）
４
６
４
５

大
崎

【
昼
】
▽
寛
内
科
胃
腸
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
（
内
科
）
‖
古
川
駅
前

大
通
０
２
２
９
（
２
４
）
８
８
２
２

▽
渡
辺
外
科
胃
腸
科
医
院
（
内
科
）

‖
鹿
島
台
平
渡
（
５
６
）
５
２
１
１

▽
岩
渕
胃
腸
科
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
内
科
）
‖
三
本
木
南
町
（
５
２
）

６
２
１
１
▽
せ
き
や
整
形
外
科
（
外

科
）
‖
古
川
駅
前
大
通
（
２
２
）
１

１
０
０
▽
大
崎
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

診
療
室
（
歯
科
）
‖
古
川
南
町
（
２

４
）
５
１
０
１
【
夜
】
▽
大
崎
市
民

病
院
（
内
科
・
外
科
）
‖
古
川
穂
波

（
２
３
）
３
３
１
１

加
美
・
玉
造

▽
鈴
木
内
科
医
院

‖
加
美
町
旧
舘
０
２
２
９
（
６
３
）

３
０
５
６

遠
田

▽
米
谷
医
院
‖
涌
谷
町
田

町
裏
０
２
２
９
（
４
４
）
１
１
３
３

栗
原

▽
き
く
た
内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
‖
築
館
源
光
０
２
２
８
（
２
１
）

１
３
１
３
▽
佐
々
木
内
科
医
院
‖
若

柳
川
北
欠
（
３
２
）
６
６
３
３

登
米

▽
佐
藤
内
科
医
院
‖
迫
町

佐
沼
０
２
２
０
（
２
２
）
２
１
６
０

▽
ま
つ
お
歯
科
医
院
‖
迫
町
新
田

（
２
８
）
２
３
１
１

石
巻

▽
斎
藤
病
院
（
内
科
）
‖

山
下
町
０
２
２
５
（
９
６
）
３
２
５

１
▽
中
山
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
小

児
科
）
‖
中
里
（
９
５
）
４
１
２
１

▽
産
婦
人
科
は
当
日
、
石
巻
市
役
所

（
９
５
）
１
１
１
１
ま
で
問
い
合
わ

せ
る
▽
佐
々
木
医
院
‖
和
渕
（
７
２
）

３
１
２
２
▽
小
林
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

‖
蛇
田
（
９
２
）
９
８
８
９
▽
石
巻

歯
科
医
師
会
休
日
診
療
所
‖
中
里

（
９
４
）
８
２
２
３

東
松
島

▽
石
垣
ク
リ
ニ
ッ
ク
内

科
循
環
器
科
‖
矢
本
０
２
２
５
（
８

３
）
７
０
７
０

気
仙
沼

▽
森
田
医
院
‖
八
日
町

０
２
２
６
（
２
２
）
６
６
３
３
▽
菅

野
歯
科
医
院
‖
赤
岩
杉
の
沢
（
２
２
）

２
２
３
５

乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳

匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

無

料

相

談

◇
み
や
ぎ
県
民
サ
ポ
ー
ト
事
業
協

同
組
合

日
午
前

時
〜
正
午
、

仙
台
市
泉
区
・
市
泉
中
央
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
。
成
年
後
見
、
相
続
、
遺

言
、
許
認
可
な
ど
の
相
談
に
行
政
書

士
が
応
じ
る
。
申
し
込
み
は
同
セ
ン

タ
ー
０
２
２（
３
７
３
）１
２
８
５
。

日

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

献
血
ル
ー
ム

▽
利
府
町
・
イ
オ
ン
モ
ー
ル
利
府

（
骨
髄
バ
ン
ク
の
登
録
も
受
け
付
け
、

午
前

時
〜

時

分
・
午
後
１
時

〜
４
時

分
）
▽
東
松
島
市
・
イ
オ

ン
タ
ウ
ン
矢
本
（
骨
髄
バ
ン
ク
の
登

録
も
受
け
付
け
、
午
前

時
〜

時

分
・
午
後
１
時
〜
４
時

分
）
▽

亘
理
町
・
み
や
ぎ
生
活
協
同
組
合
亘

理
店
（
午
前

時
〜

時

分
・
午

後
１
時
｜
４
時

分
）

▽
杜
の
都
献
血
ル
ー
ム
Ａ
Ｏ
Ｂ
Ａ

（
午
前
９
時

分
〜
午
後
５
時
、
成

分
献
血
は
午
前
９
時

分
〜
午
後
４

時

分
）
▽
献
血
ル
ー
ム
ア
エ
ル

（
午
前
９
時

分
〜
午
後
５
時
、
成

分
献
血
は
午
前
９
時

分
〜
午
後
４

時

分
）

晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦

女
子
４
０
０
㍍
リ
レ
ー
決
勝

常
盤
木
学
園
高
の
３
走
守
屋
（
奥
）

が
ア
ン
カ
ー
竹
内
に
バ
ト
ン
を
渡
す

常
盤
木
学
園
高
女
子

㍍
リ
レ
ー
Ｖ
県
陸
上

選
手
権

陸
上
の
県
選
手
権
兼
県
民
体

育
大
会
が

日
、
利
府
町
の
宮

城
ス
タ
ジ
ア
ム
で
始
ま
っ
た
。

男
女

種
目
の
決
勝
が
あ
り
、

男
子
１
０
０
㍍
は
鵜
沢
飛
羽

（
築
館
高
）
、
女
子
１
０
０
㍍

は
三
浦
由
奈
（
筑
波
大
）
が
優

勝
し
た
。
女
子
４
０
０
㍍
リ
レ

ー
は
常
盤
木
学
園
高
が
制
覇
。

女
子
１
０
０
㍍
障
害
は
千
葉
桃

香
（
福
島
大
）
が

秒

の
大

会
新
を
マ
ー
ク
し
、
男
子
ハ
ン

マ
ー
投
げ
は
咲
間
大
輝
（
Ｍ
Ｓ

Ｃ
）
が

㍍

の
大
会
新
を
投

げ
、
そ
れ
ぞ
れ
頂
点
に
立
っ
た
。

男子100㍍決勝 目標タ
イムに届かず顔をゆがめ
る築館高・鵜沢

【
男
子
】

▽
中
学
１
０
０
㍍

①
星
颯
人
（
宮
城

野
）

秒

②
日
下
（
館
）
③
佐
々
木
（
石

巻
北
上
）

▽
１
０
０
㍍

①
鵜
沢
飛
羽
（
築
館
高
）

秒

②
大
上
（
仙
台
大
）
③
佐
藤
（
福

島
大
）

▽
中
学
４
０
０
㍍

①
伊
藤
晴
登
（
八

乙
女
）

秒

②
千
葉
（
古
川
黎
明
）
③

高
橋
（
仙
台
青
陵
中
教
校
）

▽
４
０
０
㍍

①
水
戸
大
了
（
仙
台
大
）

秒

②
進
藤
（
泉
高
）
③
菊
地
（
柴
田

高
）▽

１
５
０
０
㍍

①
山
田
瑞
貴
（
聖
和

学
園
高
）
４
分
０
秒

②
一
條
（
あ
ぶ
く

ま
Ａ
Ｃ
）
③
三
浦
（
仙
台
大
明
成
高
）

▽
５
０
０
０
㍍

①
松
田
爽
（
東
北
高
）

分

秒

②
千
葉
（
東
北
学
院
大
）
③

桜
庭
（
東
北
高
）

▽
１
万
㍍

①
脇
田
陽
平
（
東
北
大
院
）

分

秒

②
佐
伯
（
仙
台
大
）
③
三
浦

（
Ｙ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｐ
東
北
）

▽
中
学
１
１
０
㍍
障
害

①
白
石
創

（
宮
城
野
）

秒

②
工
藤
（
長
町
）
‖

出
場
２
人

▽
１
１
０
㍍
障
害

①
菊
池
航
志
（
仙

台
三
桜
高
）

秒

②
阿
部
（
仙
台
大
）

③
太
細
（
東
北
学
院
大
）

▽
中
学
４
０
０
㍍
リ
レ
ー

①
高
砂

（
渡
部
、
菊
地
、
我
妻
、
石
河
）

秒

②
長
町
③
八
乙
女

▽
４
０
０
㍍
リ
レ
ー

①
仙
台
大
Ａ

（
阿
部
、
大
上
、
杉
山
、
郡
司
）

秒

②
東
北
学
院
大
③
東
北
福
祉
大

▽
中
学
棒
高
跳
び

①
佐
藤
風
雅
（
米

山
）
３
㍍

②
青
田
（
米
山
）
③
村
上
（
蒲

町
）▽

棒
高
跳
び

①
小
野
寺
晃
（
佐
沼
Ｐ

Ｖ
Ｃ
）
４
㍍

②
渡
辺
（
佐
沼
Ｐ
Ｖ
Ｃ
）

③
小
泉
（
佐
沼
高
）

▽
三
段
跳
び

①
島
津
叡
作
（
横
浜
国

大
）

㍍

②
小
野
（
仙
台
三
高
）
③
藤

田
（
宮
城
陸
協
）

▽
高
校
円
盤
投
げ

①
三
浦
瑶
（
柴
田
）

㍍

②
堀
籠
（
仙
台
育
英
）
③
猪
股
（
中

新
田
）

▽
円
盤
投
げ

①
遠
藤
航
（
仙
台
大
）

㍍

②
佐
藤
（
レ
オ
ク
）
③
増
子
（
仙

台
大
）

▽
高
校
ハ
ン
マ
ー
投
げ

①
山
本
駿
一

（
中
新
田
）

㍍

②
鈴
木
（
古
川
）
③

渋
谷
（
中
新
田
）

▽
ハ
ン
マ
ー
投
げ

①
咲
間
大
輝
（
Ｍ

Ｓ
Ｃ
）

㍍

‖
大
会
新
②
柳
谷
（
宮
城

教
員
ク
）
③
渡
辺
（
仙
台
大
）

【
女
子
】

▽
中
学
１
０
０
㍍

①
及
川
瑠
菜
（
山

下
）

秒

②
浅
野
（
将
監
）
③
阿
部
（
蒲

町
）▽

１
０
０
㍍

①
三
浦
由
奈
（
筑
波
大
）

秒

②
佐
藤
美
（
常
盤
木
学
園
高
）
③

松
本
（
七
十
七
銀
行
）

▽
４
０
０
㍍

①
竹
内
心
良
（
常
盤
木

学
園
高
）

秒

②
守
屋
（
常
盤
木
学
園

高
）
③
菅
田
（
仙
台
三
高
）

▽
１
５
０
０
㍍

①
フ
ォ
ッ
ク
ス
真
島

新
菜
（
石
巻
専
大
）
４
分

秒

②
力
丸

（
仙
台
一
高
）
③
菅
田
（
利
府
高
）

▽
５
０
０
０
㍍

①
斎
藤
凜
（
石
巻
専

大
）

分

秒

②
千
葉
（
聖
和
学
園
高
）

③
渡
辺
（
利
府
高
）

▽
１
万
㍍

①
千
葉
彩
有
花
（
石
巻
専

大
）

分

秒

‖
出
場
１
人

▽
中
学
１
０
０
㍍
障
害

①
千
葉
史
織

（
古
川
黎
明
）

秒

②
佐
藤
（
高
森
）

③
菊
地
（
蒲
町
）

▽
１
０
０
㍍
障
害

①
千
葉
桃
香
（
福

島
大
）

秒

‖
大
会
新
②
小
宮
（
東
京

学
芸
大
）
③
福
嶋
（
古
川
黎
明
高
）

▽
中
学
４
０
０
㍍
リ
レ
ー

①
山
田

（
下
山
、
広
瀬
、
細
谷
、
大
槻
）

秒

②
蒲
町
③
七
郷

▽
４
０
０
㍍
リ
レ
ー

①
常
盤
木
学
園

高
（
佐
藤
茉
、
佐
藤
美
、
守
屋
、
竹
内
）

秒

②
柴
田
高
③
仙
台
三
桜
高

▽
棒
高
跳
び

①
佐
藤
百
華
（
佐
沼
Ｐ

Ｖ
Ｃ
）
２
㍍

②
菅
野
（
佐
沼
Ｐ
Ｖ
Ｃ
）

③
林
（
東
北
学
院
榴
ケ
岡
高
）

▽
三
段
跳
び

①
川
村
麻
帆
（
仙
台
青

陵
中
教
校
）

㍍

②
鈴
木
（
佐
沼
高
）

③
佐
々
木
（
東
北
高
）

▽
円
盤
投
げ

①
戸
塚
優
（
仙
台
大
）

㍍

②
長
野
（
利
府
高
）
③
工
藤
（
常

盤
木
学
園
高
）

▽
ハ
ン
マ
ー
投
げ

①
大
和
田
真
菜

（
東
女
体
大
）

㍍

②
佐
藤
（
仙
台
大
）

③
松
野
（
柴
田
高
）

〇
…
「
次
こ
そ
は
必
ず

秒
台
」

誓
う

女
子
４
０
０
㍍
リ
レ
ー
は

常
盤
木
学
園
高
が

秒

で
圧
勝

し
た
。

月
の
リ
レ
ー
の
日
本
選

手
権
兼
全
国
高
校
大
会
を
目
指
す

４
人
は
「

秒
台
を
狙
っ
て
い
た
。

次
こ
そ
は
必
ず
」
と
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
誓
う
。

今
年
の
チ
ー
ム
は
タ
レ
ン
ト
ぞ

ろ
い
で
、
昨
秋
に
は
同
校
歴
代
１

位
の

秒

を
出
し
て
い
る
。
今

大
会
は
約
１
年
ぶ
り
に
当
時
と
同

じ
走
順
で
臨
ん
だ
こ
と
も
あ
っ

て
、
少
し
力
み
が
出
た
よ
う
だ
。

３
走
の
守
屋
は
「
ず
っ
と
１
走
だ

っ
た
の
で
緊
張
し
て
、
バ
ト
ン
を

受
け
取
る
位
置
が
遠
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
」
と
早
速
、
修
正
点
を
挙

げ
た
。

ア
ン
カ
ー
の
竹
内
は
リ
レ
ー
後

の
４
０
０
㍍
も
制
し
、
調
子
を
上

げ
て
い
る
。
「
こ
の
メ
ン
バ
ー
だ

か
ら
、
こ
れ
ま
で
頑
張
っ
て
こ
ら

れ
た
。
最
後
は
全
国
大
会
で
優
勝

し
て
笑
顔
で
終
わ
り
た
い
」
と
意

気
込
む
。

〇
…
鵜
沢

優
勝
も
落
胆
隠
さ

ず

日
本
選
手
権
（

月
・
新
潟
）

の
男
子
１
０
０
㍍
出
場
を
目
指
し

た
鵜
沢
は
、

秒

の
参
加
標
準

記
録
突
破
を
狙
っ
た
が

秒

と

わ
ず
か
に
届
か
ず
、
タ
イ
ム
を
確

認
す
る
や
天
を
仰
い
で
悔
し
が
っ

た
。今

大
会
が
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
だ

っ
た
。
決
勝
は
向
か
い
風
が
追
い

風
に
変
わ
り
、
条
件
は
良
か
っ
た

だ
け
に
落
胆
を
隠
せ
な
い
。
昨
夏

に
２
年
生
で
全
国
高
校
総
体
１
０

０
㍍
、
２
０
０
㍍
を
制
し
た
ス
プ

リ
ン
タ
ー
は
「
体
が
重
か
っ
た
。

実
力
不
足
」と
言
葉
少
な
だ
っ
た
。

日
の
２
０
０
㍍
で

秒

を

ク
リ
ア
す
れ
ば
日
本
選
手
権
に
出

場
で
き
る
。
「
切
る
気
持
ち
に
変

わ
り
は
な
い
」
と
声
を
振
り
絞
っ

た
。筑

波
大
・
三
浦
（
女
子
１
０
０

㍍
優
勝
）
「
昨
年

月
以
来
の
大

会
で
優
勝
で
き
、
ち
ょ
っ
と
安
心

し
た
。
練
習
が
再
開
し
て
ま
だ
１

カ
月
半
ぐ
ら
い
。
今
季
は
自
己
ベ

ス
ト
を
更
新
し
、
日
本
選
手
権
で

良
い
成
績
を
出
せ
た
ら
い
い
」
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∪
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祭りに代え全力 独自の特典用意

商
品
券
販
売
に
奔
走
し
た
南
光
台
商
店
街
振
興
組
合
の
松
田
理
事

長
（
左
）
と
前
青
年
部
長
の
菅
原
準
知
さ
ん

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
減
少
し
た
売

り
上
げ
回
復
に
向
け
、
仙
台
市
内
の
商
店
街
な
ど

団
体
が
発
行
す
る
３
割
増
し
商
品
券
事
業
で
、

市
中
心
部
以
外
の
周
辺
商
店
街
が
奮
闘
し
て
い

る
。
地
元
住
民
の
消
費
を
取
り
込
も
う
と
、
付
加

価
値
に
よ
る
「
お
得
感
」
で
差
別
化
を
図
る
な
ど

知
恵
を
絞
る
。

南
光
台
商
店
街
振
興
組
合
（
泉
区
）
は

日
、

南
光
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
商
品
券
の

販
売
会
を
開
き
、
１
セ
ッ
ト
１
万
円
（
１
万
３
０

０
０
円
券
）
の
５
８
０
０
セ
ッ
ト
が
即
日
完
売
し

た
。地

元
住
民
の
年
齢
層
や
負
担
軽
減
を
考
慮
し
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
や
は
が
き
で
は
な
く
整
理
券
を
も
ら

え
ば
誰
で
も
購
入
で
き
る
対
面
型
と
し
た
。
検
温

や
手
指
消
毒
を
徹
底
し
、

カ
所
の
窓
口
に
は
飛

ひ

沫
ま
つ

対
策
の
ア
ク
リ
ル
板
を
設
置
し
た
。

南
光
台
地
区
で
は
例
年
８
月
に
約
１
万
人
を
集

め
て
花
火
約
５
０
０
発
を
打
ち
上
げ
る
地
域
最
大

の
イ
ベ
ン
ト
「
南
光
台
夏
ま
つ
り
」
が
中
止
に
。

組
合
は
商
品
券
事
業
を
地
域
へ
の
還
元
策
と
位
置

づ
け
、
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
、
横
断
幕
、
宣
伝
カ

ー
も
使
っ
て
入
念
に
周
知
し
た
。

松
田
洋
理
事
長

は
「
ま
つ
り
に
使
う
全
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
商
品
券
販
売
に
振
り
替
え
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
飲
食
店
な
ど
数
店
舗
が
閉
店
し
て
お

り
、
地
域
の
店
を
支
え
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け

る
。宮

町
商
店
街
振
興
組
合
（
青
葉
区
）
は
、
全

店
舗
の
紹
介
と
商
品
券
を
告
知
す
る
チ
ラ
シ
を
制

作
。
他
商
店
街
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
特
典
提

供
を
呼
び
掛
け
、
約

店
舗
が
割
引
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
用
意
し
た
。
７
日
の
販
売
開
始
か
ら
売
れ
行

き
は
順
調
で
、

、

日
に
は
七
十
七
銀
行
宮
町

支
店
駐
車
場
で
約
２
０
０
０
セ
ッ
ト
の
販
売
会
を

行
う
（
１
人
３
セ
ッ
ト
限
定
）
。

商
品
券
を
通
じ
て
新
規
客
掘
り
起
こ
し
も
狙
い

だ
。
各
店
で
利
用
客
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
客

層
把
握
な
ど
に
役
立
て
る
ほ
か
、
商
店
街
の
加
入

店
舗
増
加
に
も
つ
な
げ
た
い
考
え
だ
。

佐
藤
広
行
理
事
長

は
「
特
典
を
つ
け
て
購

買
意
欲
を
高
め
た
い
。
売
る
人
の
顔
が
見
え
る
専

門
店
を
ぜ
ひ
利
用
し
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。
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塩釜みなと祭コロナで中止

塗り絵に思い込める

佐藤市長（右）から賞状を受け取る庄子さん

塩
釜
市
は
、
６
月
に
募
集
し

た
「
塗
り
絵
コ
ン
テ
ス
ト
」
の

表
彰
式
を
同
市
の
マ
リ
ン
ゲ
ー

ト
塩
釜
で
開
い
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
で
中
止

と
な
っ
た
塩
釜
み
な
と
祭
の
代

わ
り
に
、
み
こ
し
を
載
せ
る
御

座
船
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
色
で
塗

っ
て
祭
り
に
思
い
を
寄
せ
て
も

ら
お
う
と
実
施
し
た
。

１
日
の
表
彰
式
に
は
市
長
賞

と
副
市
長
賞
、
教
育
長
賞
に
選

ば
れ
た
４
人
が
出
席
。
市
長
賞

を
獲
得
し
た
市
玉
川
小
６
年
の

庄
子
寧
音
さ
ん

は
、
佐
藤

光
樹
市
長
か
ら
賞
状
と
副
賞
の

地
場
産
品
の
詰
め
合
わ
せ
を
受

け
取
っ
た
。

庄
子
さ
ん
は
「
背
景
を
朝
昼

晩
の
３
場
面
に
塗
り
分
け
る
な

ど
工
夫
し
た
。
一
番
の
賞
を
も

ら
っ
て
う
れ
し
い
。
絵
を
描
く

の
が
好
き
な
の
で
自
信
に
な
っ

た
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

佐
藤
市
長
は
「
み
な
と
祭
は

戦
後
復
興
の
願
い
を
込
め
て
始

ま
り
、
東
日
本
大
震
災
で
も
続

い
た
。
今
年
初
め
て
中
止
と
な

っ
た
が
、
市
制
施
行

年
を
迎

え
る
来
年
こ
そ
は
実
施
し
た

い
」
と
語
っ
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
は
、御
座
船「
鳳

凰
丸
」
「
龍
鳳
丸
」
を
デ
ザ
イ

ン
し
た
塗
り
絵
用
紙
を
市
の
広

報
誌
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公

開
し
て
実
施
。
県
内
外
の
４
〜

歳
の
男
女
か
ら
約
５
５
０
点

の
応
募
が
あ
っ
た
。
市
は
全
作

品
を
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
１
階

で
展
示
し
て
い
る
。

日
ま
で
。

１
次
予
選
県
大
会

都
市
対
抗
野
球

日
本
製
紙
な
ど

１
回
戦
を
突
破

第

回
都
市
対
抗
野
球
１
次

予
選
県
大
会
が

日
、
仙
台
市

宮
城
野
区
の
仙
台
市
民
球
場
で

開
幕
し
た
。
１
回
戦
４
試
合
が

あ
り
、
東
北
マ
ー
ク
ス
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
東
北
、日
本
製
紙
石
巻
、

七
十
七
銀
行
が
準
決
勝
進
出
を

決
め
た
。

日
は
同
球
場
で
準
決
勝
２

試
合

日
は
第
１

第
２
代
表

決
定
戦

決
勝

と
第
３
代
表
決

定
戦
が
あ
る
。
東
北
大
会
は

月
６
日
か
ら
福
島
市
で
あ
る
。

Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク

０
０
０

０
０
０

０
０
０

０

０
０
０

１
２
０

１
０
×

４

東

北

マ

ー

ク

ス

白

山

ク

０
０
０

０
０

０

Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
北

５
１
１

３
×

青

葉

ク

０
０
０

０
０

０

日
本
製
紙
石
巻

７
５
３

×

Ｔ

Ｆ

Ｕ

ク０
０
０

０
２
１

０

３

１
０
０

１
０
８

×

七
十
七
銀
行

▽
１
回
戦

（
Ｈ
）今
野
、
杉
、
中
川
、
斎
藤
｜
藤
森
、

千
葉

（
東
）
鈴
木
、
柳
原
｜
千
葉

（
五
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
）

（
白
）
森
、
加
藤
｜
佐
藤

（
Ｊ
）
桜
糀
、
工
藤
｜
薗
部
、
坪
倉

（
五
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
）

（
青
）
太
田
、
伊
藤
｜
宮
沢

（
日
）
中
山
、
相
内
｜
水
野
、
薄
井

水
野
（
日
）

（
七
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
）

（
Ｔ
）
高
橋
、
有
住
、
加
藤
理
｜
佐
々
木

優（
七
）
和
田
、
小
笠
原
｜
石
井

長
谷
川
（
七
）
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⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

(１４)２０２０年(令和２年)８月２３日(日曜日) (１４)２０２０年(令和２年)８月２３日(日曜日)




